
(57)【要約】

【課題】基板上の回路に平板状の端部を接着状態で接続

する基板用コネクタの端子構造を得る。

【解決手段】ハウジング１１に接続端子１２が取り付け

られている。ハウジング１１内に接続端１３が配置され

、接続端子１２の後端部１４はハウジング１１の外方に

引き出されている。ハウジング１１内に突出した接続端

１３は折り重ねて圧縮した断面四角状として強度を持た

せており、ハウジング１１から引き出した後端部１４は

、条片形状のまま端部１５により基板１６上の回路に半

田により接続されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ ネ ク タ 内 に 突 出 し た 接 続 端 子 の 後 部 を コ ネ ク タ 外 に 引 き 出 し て 基 板 上 の 回 路 に 接 続 す
る 接 続 端 子 を 用 い た 基 板 用 コ ネ ク タ に お い て 、 前 記 接 続 端 子 は １ 枚 の 導 電 性 金 属 条 片 を 基
材 と し 、 前 記 コ ネ ク タ 内 に 突 出 し た 相 手 側 接 続 端 子 と の 接 続 端 は 前 記 条 片 を 折 り 重 ね て 断
面 略 四 角 状 に 形 成 し 、 前 記 コ ネ ク タ の 外 部 に 引 き 出 し た 導 電 部 分 は 前 記 条 片 を 折 り 重 ね る
こ と な く そ の 端 部 を 前 記 基 板 上 の 回 路 に 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 基 板 用 コ ネ ク タ の 端 子
構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 端 部 は 前 記 基 板 の 回 路 に 半 田 付 け に よ り 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 基 板 用 コ ネ ク タ の 端 子 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 端 部 に 孔 部 を 形 成 し 、 該 孔 部 に 溶 着 用 半 田 チ ッ プ を 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 基 板 用 コ ネ ク タ の 端 子 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 接 続 端 の 先 端 を 錐 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 用 コ ネ ク タ
の 端 子 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 各 種 電 気 機 器 に 使 用 す る 基 板 用 コ ネ ク タ の 端 子 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 パ ソ コ ン や そ の 関 連 電 気 機 器 に は 、 基 板 上 に 取 り 付 け た 図 ５ に 示 す よ う な 基 板 用 コ ネ ク
タ が 用 い ら れ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 基 板 用 コ ネ ク タ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ 内 に 断 面 四 角 形 の 金 属 棒 ２ か ら 成 る 接 続 端 ３ を
突 出 し 、 ハ ウ ジ ン グ １ の 外 方 に こ の 金 属 棒 ２ を 引 き 出 し て 折 り 曲 げ 、 基 板 ４ に 設 け た 孔 部
５ 内 に 金 属 棒 ２ の 先 端 を 挿 し 込 み 、 半 田 等 に よ り 基 板 ４ 上 の 回 路 に 接 続 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 孔 部 ５ 内 に 金 属 棒 ２ を 挿 し 込 ん で 半 田 付 け す る こ と は 、 接 続 部 の 嵩 が 大 き く な
り 、 ま た 作 業 が 煩 わ し い な ど の 不 都 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 金 属 条 片 か ら 成 る 端 部 を 基 板 上 の 回 路 に 接 着 状 態 で 接 続 で き る 基 板 用
コ ネ ク タ の 端 子 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る 基 板 用 コ ネ ク タ の 端 子 構 造 の 技 術 的 特 徴 は 、
コ ネ ク タ 内 に 突 出 し た 接 続 端 子 の 後 部 を コ ネ ク タ 外 に 引 き 出 し て 基 板 上 の 回 路 に 接 続 す る
接 続 端 子 を 用 い た 基 板 用 コ ネ ク タ に お い て 、 前 記 接 続 端 子 は １ 枚 の 導 電 性 金 属 条 片 を 基 材
と し 、 前 記 コ ネ ク タ 内 に 突 出 し た 相 手 側 接 続 端 子 と の 接 続 端 は 前 記 条 片 を 折 り 重 ね て 断 面
略 四 角 状 に 形 成 し 、 前 記 コ ネ ク タ の 外 部 に 引 き 出 し た 導 電 部 分 は 前 記 条 片 を 折 り 重 ね る こ
と な く そ の 端 部 を 前 記 基 板 上 の 回 路 に 接 続 し た こ と に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 基 板 用 コ ネ ク タ の 端 子 構 造 に よ れ ば 、 条 片 を 基 板 の 回 路 に 接 着 状 態 で 接 続
す る の で 、 接 続 が 容 易 で あ る と 共 に ス ペ ー ス が 節 約 で き 、 更 に は 基 板 の 両 面 に も 接 続 す る
こ と が 可 能 と な る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 を 図 １ ～ 図 ４ に 図 示 の 実 施 例 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 実 施 例 １ の 縦 断 面 図 を 示 し 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ に 接 続 端 子 １ ２ が 取 り 付 け ら れ て い
る 。 ハ ウ ジ ン グ １ １ 内 に 接 続 端 子 １ ２ の 接 続 端 １ ３ が 配 置 さ れ 、 接 続 端 子 １ ２ の 後 端 部 １
４ は ハ ウ ジ ン グ １ １ の 外 方 に 引 き 出 さ れ 、 そ の 端 部 １ ５ は 基 板 １ ６ 上 の 回 路 に 半 田 等 に よ
り 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ は 接 続 端 子 １ ２ の 斜 視 図 を 示 し 、 こ の 接 続 端 子 １ ２ は 導 電 金 属 条 片 を 打 ち 抜 き 、 折
曲 し て 形 成 さ れ て い る 。 接 続 端 １ ３ は 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に 、 折 り 重 ね て 圧 縮 し た 断 面
四 角 状 と し て 強 度 を 持 た せ て お り 、 そ の 先 端 は 相 手 側 接 続 端 子 に 挿 し 込 み 易 い よ う に 錐 状
に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ か ら 引 き 出 し た 後 端 部 １ ４ は 条 片 形 状 の ま ま 、 或 い は 必 要 に 応 じ
て 幅 を 狭 く し た 状 態 と さ れ て い る 。 後 端 部 １ ４ の 端 部 １ ５ は 基 板 １ ６ に 接 す よ う に 折 り 曲
げ ら れ 、 こ の 端 部 １ ５ が 基 板 １ ６ 上 の 回 路 に 例 え ば 半 田 に よ り 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 半 田 付 け に 当 っ て は 、 例 え ば 端 部 １ ５ に 絞 り 孔 １ ７ な ど を 設 け 、 こ の 絞 り 孔 １ ７ 内
に 半 田 チ ッ プ １ ８ を 取 り 付 け て お き 、 接 続 時 に こ の 半 田 チ ッ プ １ ８ に レ ー ザ ー 光 を 照 射 す
る な ど し て 、 半 田 チ ッ プ １ ８ を 溶 融 す る こ と に よ り 、 端 部 １ ５ を 回 路 に 接 続 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 は 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ 内 の 接 続 端 １ ３ は 断 面 四 角 状 で 強 度 を 有 す る ピ
ン 状 端 子 で あ り な が ら 、 基 板 １ ６ へ の 接 続 は 条 片 に よ る 端 部 １ ５ に よ っ て 行 う こ と が で き
る の で 、 接 続 部 分 が 嵩 張 る こ と も な く 、 作 業 も 容 易 と な る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ は 実 施 例 ２ の 縦 断 面 図 を 示 し 、 基 板 １ ６ の 両 面 の 回 路 に そ れ ぞ れ の 接 続 端 子 １ ２ の
端 部 １ ５ が 接 続 さ れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 基 板 用 コ ネ ク タ の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 接 続 端 子 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 接 続 端 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 ２ の 基 板 用 コ ネ ク タ の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 例 の 基 板 用 コ ネ ク タ の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ １ 　 ハ ウ ジ ン グ
　 １ ２ 　 接 続 端 子
　 １ ３ 　 接 続 端
　 １ ４ 　 後 端 部
　 １ ５ 　 端 部
　 １ ６ 　 基 板
　 １ ８ 　 半 田 チ ッ プ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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